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ヘスターとデイムズデイルの「夜の航海jを中心に一一





して， 1森jと表記する。)での会見は， r緋文字』のプロ ットを大きく展開させて結末に導く強力な
契機となっている。ピューリタニズムの視点からは，罪の重さに岬吟しながらも真の悔悟に至らずに
迷えるデイムズデイルをヘスターが誘惑する場面であり，この章は二人が更に罪を重ねるものと して
批判的に読まれる反面 (Rahv，35) (Stein， 116)，ロマン主義的な視点からは 人間的で純粋な愛の
自然な発露と自らの意志で運命を切り開く近代的自我の独立を描いたものとして肯定されてきた。さ























































ギリシアのデメーテルーコレー神話6とエジプトのイ シス オシリス神話が織込まれ(フォン ・フラ


































































104 鹿児島女子短期大学紀要 第38号 (2003) 
② ⑥ ⑥ 













ARISLEVS IN VISIONE. 

















ANIMA EXTRACTIO VEL 
的F匂刷曲.
⑥ 
PHILOS OP HOR V M. 
図3 錬金術の過程 『哲学者の蓄積園Jより([ユング思想の神髄J256-7) 
作者が子どものためのギリシア ・ローマ神話の再話である AWonder Bookや TanglewoodTalesを
出版していることからも解るように，これらの神話を愛していたことから， w緋文字Jが17世紀のピュー
リタン共同体を背景にした罪と罰，そして救済をテーマにしたロマンスであ りながら，ヘスター母娘
の姿に聖母子像， チリングワ スーに地獄のサタン，森でのデイ ムズデイルとヘスターにエデンのアダ
ムとイヴ， 告白後の二人の姿にピエタ像といったキリス ト教的なイメージが暗示されるばかりでなく，


































の真実」に当たり， ベルソナを剥ぎ取られた男性が， ユングの言うと ころの内なる異性像たるアニマ
を，同様に女性がアニムスを意識化する初期の段階と言える。特に最悪の敵に対して正体を見破られ
ていたと知ったデイムズデイルは， I共同体jに帰るべき場を失い， 社会的な死を宣告されたに等し






























れぬほどの傷を負わせたという意味で， 1息子=愛人Jを愛し 支配し 彼に死をもたらす強大な地
母神 (1太母J)の姿をデイムズデイルの前に現したとも考えられる。
更に，彼女の中の彼のイ メージも変わる。彼の憤怒と憎悪の暗い表情は，一瞬ではあっても彼女が
正視するに耐えられないものであったO つま り 彼は「共同体」向けのペルソナを彼女の前で外して















二人が和解し， I共同体」 の全く関知しないお互いだけが知っている姿で手を取り合い， 暗い 「森」
の聞に腰をおろ し， 姦通には 「それなりに神聖なものJ(195)が内在していたことを確認しあうこと
























ている男に走れと言うようなものだ !Jと彼に言わしめるほどに容赦なく， 1説教をするな り，物を
お書きになるなり，活動なさるなり，なんでもなさいませ! うつぶして死ぬこと以外な ら!J 
(198) と精神的活動に向けて激しく叱時激励するのは，第一の関心が衰弱した彼の意識の活性化にあ
るからではなかろうか。 7年間に彼女が徐々に身につけていった超越的な冷たい女神イメージの延長

































図6 Iアテナの誕生j ギリ シアの壷絵 B.C.450頃 (r変容の象徴j(I)145) 





死んだものを呑み込むと信 じられ(ノイマン 『グレー ト・ マザーj241-8)，太陽，月，星等の母でも




されて空に輝くと考えられたO したがってイシス，イ シュタル， デメーテル， アフロデイーテ等の地
母神は大抵月の女神でもあ り，デメ ーテルに捧げられる女性の参入儀礼であるエレウシスの密儀にお










図8 r狩人のディアナJルカ・ペンニ1550-60 図9 rアクタイオンを殺すアルテミ ス」陶器画
前 5世紀 (rギリシアの神話.1179) 
アテナの知恵はアルテミスの野生とは相容れないょ っに思われるが，前者の古い価値観への知的な
対決姿勢と後者の自由の希求は，共に硬直した父権的体制にとって脅威であ り，彼女たちの戦闘的な
姿勢は共通している。このような姿勢を， 1恥辱，絶望，孤独」がヘスターを 「強く もしたが間違っ
たこともた くさん教えたJ13 と作者は「共同体」の立場から批判する。しかしながら，二人の違いも
また重要な意味を持つのだ。アルテミスの野生的な戦闘性は 人類の意識発達過程において後に男性












































































図10 r工ウロペの略奪Jティツィ アー ノ， 1559-62 図1 rペルセポネーの略奪J
(r変容の象徴』②58)
これを心理的に解釈すれば，母に保護されていた乙女一一 回想に登場するへスターと母親の姿が示
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の中で理解しなければ，大きな誤読を犯すことになりかねないのである。

































































































68-70， 85-92，エリアーデ『大地・農耕・女性 比較宗教類型論j89-112， r意識j234， rグレー
ト・マザーj339-45参照)そして，その根底にある聖なる「祖母一母一息子j関係は， 聖アンナと聖
母マリアと幼子キリストを描いた有名な絵画 (この絵画に関するユングの有名な批評は，この文脈に
おいても非常に示唆に富む。ユング 『元型論j10-20 若桑みどり 『イメージを読む一一美術史入門』
100-6参照)や多くの聖像に，その表現を見ることができょう。
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図14 ["デメー テル， 卜リ プ トレモスーコレー」 前450、
頃，エレウシス (Wグレート・マザー』写真156)
図15 ["処女マリアと幼な子キ リス トと共にある聖アン


























きめかせながらも， 1わたしは 病み， 罪にけがれ，悲嘆に暮れて 森の落ち葉のうえに力尽き
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てうつぶしたつも りだ、ったのに，生まれ変わり， あらたな力を得て，慈悲深い神の栄光をたたえるた






















































神話的イメ ージの連鎖 高島ま り子 121 








図19 ["葡萄の聖母」 クラナハ， 1525頃 図20 ["ぶどうのふさとしてのキリストJシオン，スイ











































知識であったことか!J (同)と述べるのだ。ところで，ユングの高弟の一人 マリ ー ルイズ ・フォ
ン・フランツは，i人間の奥底にある野卑で本能的な，いわば動物的とも言える反応J(219)を自覚
することの必要性を語り， i個性化」 がより分化された上への人格の発展と同時に， i凡俗な<市井の
人間>を自分の中に統合していくことjによる下への拡大でもあることを 強調している。その意味















から，罪深い兄弟としての共感を凌駕する 「森」で，彼が 「わた し自身の魂は堕落していても，
















































































界での死をもたらす相 (rグレート・マザ .ー]348， r神話学入門.]170-2)ともいうべき性質 とし
て切断したのではなかろうか。
図21 rメドウーサの首」 ルーペンス，1616頃 図22 r竜に巻きっかれたアニマJ(ゲルハルト・ ヴェー








道なのであ り， それが結果と して彼女の表層部分を否定すると同時に，チリングワースの復讐者とし






































































































さて作者は，自 らを支えた父親像を過去の税関監督官 ジョ ナサン・ピューの亡霊として 「税関」
に登場させ，彼を 「役職上の先祖」 と見なし，彼の書き遺したヘスターの生涯の物語を世間に出すよ
うにという命令に忠実に従ったと述べる。「税関」の最後には 安定した収入と引き換えに想像力を
鈍らせる税関勤務 これこそ，いわばロパートの勧めた実務家の道であったが を免職になり ，
父方の祖先の影響力のもと にある故郷セイレムをあとにして，即ち 2種の父性から解放されて， r緋
文字』執筆により 自立した 「作家jとしてロゴスの世界に再生する作者の姿が描かれる。 即ち，ピュー
氏は謂わばロゴスの世界の神であり，作者は，牧師が内なる神に直結して一人の男性として新たな父
権的世界に参入したのと同様に，偉大な 「父親」ピュー氏に 「息子」として霊的に直結することによっ
て， 男性として自立したと も言えよう。奇しく も，作者が文筆家としての彼から継承したのは，父方














































































「森jでのヘスターのイ メージ変容を段階を追って，イ ナンナやイ シュタルを始めとする地母神





幼子キリスト をヘロデ王から守ってエジプトに逃れよ うとするマリアや 生まれてくる我が子を食お




















































図25rピエタjミケランジエロ， 1497-1500 図26r聖母被昇天」 テイツイ アー ノ， 1516-8 
むろん「聖母被昇天jがカ トリ ックの正式な教義として公布されたのは20世紀も半ばで， r緋文字』
を執筆していた19世紀半ばのホーソーンとは無関係のようにも思われる。しかし公布に至るまでには，
旧約聖書にも登場する天上の神の花嫁ソフィア，即ち女性的な霊である 「神の知恵」の存在が大きい







罪性は， r緋文字J出版4年後の1854年に，教皇ピウス 9世の 「無原罪の御苧り」 の特別勅書によっ
て世界に宣言されたからである。これは，マリアがその懐胎の瞬間から生涯を通じて原罪から自由で
あった，とする教義である。この信仰は，マリア崇敬と共に強ま り，10世紀にはヨーロッパで一般的
になり， 1476年に教皇シクストゥス 4世はマリアが受胎されたという12月8日を教会の祝日と し，17 
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元の 「森jに引きつけられて しまう場面に当たると考えられる。
(c) 無意識の一番深いところでの最初の結合。 「自我が死に，…意識の立場が喪失して…悦惚とした一体感が支配する」
段階で， i神人合一」と呼ばれる神秘的体験であるが， (林 255)まだ真の統合には達していない。真の統合のた

















示されるという。デイ ムズデイルは， デイ オニュソスの体現する生命力と混沌を新たな創造に向け，説教と告白
によって I聖母J/姦婦と してのヘスターを妻， i天使J/ i悪魔の子」パールを娘として新たな紳を結び，i神の
子J/罪人/父親を内的に統合した。 変容過程全体を見ると， i太母Jの「息子=愛人」としての母権的な自我段
階から不滅の父権的神像キリスト としての「自我=自己J段階までを統合したオシリス的なプロセスである。ヘ
スターにとっては， i森」での 「ペルセポネー=デメーテル」イ メージに見られる 「太母」との一体化による全体
性の回復を，更に娘パールとアニムスたるデイムズデイルによ って「女神に再生し， 娘を産んたプシケー」に引










拙論(3): iThe Scarlet Letterにおける Chillingworthの両義性 <悪魔>と<神の使者>-J鹿児島女子短期大
学紀要第30号， 1995. 
拙論(4): i英雄神話「緋文字』の意味 執筆の私的要因と社会的要因 」鹿児島女子短期大学紀要 第31号，
1996. 
拙論(5): i <自己>元型像としての Pearl 元型の対立と統合 」鹿児島女子短期大学紀要 第33号， 1998. 
拙論(6):n緋文字jに秘された新たなる神話 女性性と男性性の統合 」鹿児島女子短期大学紀要 第34号，
1999. 
拙論(7): i r緋文字』における<夜の航海> ヘスターとデイムズデイルの<個性化過程>一一」鹿児島女子短期
大学紀要第36号， 2001 
1 i個性化過程J:ユングは 「私は『個性化Jという言葉を，人が心理的に 「個』となるプロセス，即ち独立し，それ
以上分割し得ない統合体，r全体』となるプロセスを表すために用いている」と述べている。無意識の中の様々な内
容を意識化 し，人格全体として調和的な統合を保ちながら， 意識と無意識を含んだ心の全体性の中心たる 「自己」
136 鹿児島女子短期大学紀要 第38号 (2003)
に従って個人に内在する可能性を実現していく過程。「自己実現の過程jともいい，人生後半の人格形成を特徴づけ




の蛇と恐ろしい戦いを交えたのち彼は朝また魁る。J(元田 85) c.G. Jung， The Colected Works (Roudedge & 






の中心である。J(C. W. 12， para.44) 1自己は我々の人生の目標である。 なぜなら，自己は我々が個性と呼んでいる









6 デメーテルーコレー神話:冥界の王ハデスは， 豊穣の女神デメ ーテルの娘ペルセポネーをさらう。娘を探し求める
デメーテルは， エレウシスの町に神殿を建てさせ，そこにこもる。そのため大地が枯れたので，ゼウスは，ペルセ
ポネーが年の三分のーは地上で母と暮らせる よう にと りはからった。 (W男性の誕生1， rギリシアの神話J) 




ることは，ホルスが「自我J，オシリスが 「自己Jを象徴しているこ とを示す。(r意識j307-48) 
8 ベルソナ:元型として無意識内に存在する 外界に対処する様式外的根本態度。 uユング心理学入門.1196) 
9 1太母J: 1自我が自らをウロボロスとの同一状態から切り離し始め」無意識を破壊と創造の二面性を持つ両義的な
「太母J(1貧 り食う悪い母jと 「養う良い母jの二面性)として体験する自我の幼児期から少年期のシンボル。 (r意
識の起源史.J81-163)良き母に寄り添う幼児から両義的な母への抵抗や 「恐ろしい母jへの反抗を試みる少年のシ
ンボルによって象徴される。
10 1ウロボロスJ: 1円をなす蛇， 自らの尾をかむ始源の原蛇」で，自我誕生以前の無意識の状態から自我の胎児期の楽
国状態までを示すシンボル。(r意識.13.5-80) 





12“o Hester!" Cried Arthur Dimmesdale， in whose eyes a fitfullight， kindled by her enthusiωm， flashed up and died 
away，“thou tellest of running a race to a man whose knees are tottering beneath him! 1 must die here! There is not the 
strength or courage left me to venture into the wide， strange， difficult world， alone!"・・・.Hawthorne， Nathaniel. The 
Scarlet Letter， Vol. I of The Centenaγy Edition o[ the Works o[ Nathaniel Hawthorne. Ed. Roy Harvey Peace et al.
Columbus: Ohio (198)以下， 本文の引用はこの本の頁数を示す。翻訳は八木敏夫訳『完訳緋文字.1 (岩波文庫，
1992年)を参考にさせていただいた。
13 She had wandered， without rule or guidance， ina moral wilderness;..  .as vast， asintricate and shadowy， asthe untamed 
[orest， amid the gloom of which they were now holding a coloquy that was to decide their fate. Her intelect and heart 
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had their home， asit were， indesert places， where she roamed as freely as the wild Indian in his woods，・-一・・Thescarlet 
letter was her passport into regions where otheγψomen dared not tread. Shame， Despair， Solitude! These had been her 
teachers，…stern and wild ones，…and they had made her strong， but taught her much amiss・(199-200，Italics are mine.) 
14 Young， Philip. Hawthorne's Secγet: An Untold-Tale， Boston: David R. Godine， 1984 
15 The stigma gone， Hester heaved a long， deep sigh， inwhich the burden of shame and anguish departed from her spirit. 
Oh exquisite relief! She had not known the weight， until she felt the freedom! By another impulse， she took off the 
formal cap that confined her hair; and down it fel upon her shoulders， dark and rich， with at once品shadowand a light 
in its abundance， and imparting the charm of softness to her features. There played around her mouth，品ndbeamed out 
of her eyes， a radiant and tender smile， that seemed gushing from the very heart of womanhood. A crimson flush was 
glowing on her cheek， that had been long so pale. Her sex， her youth， and the whole richness of her beauty， came back 
from what men cal the irrevocable past， and clustered themselves， with her maiden hope， and a happiness before 








姿なのである。 (rアモー ル.184-5) 





















24 1竜退治J: 1原両親の分離」によって 「原父」と「原母」を分けた「息子=自我」が両者と戦い，最終的な独立を獲








138 鹿児島女子短期大学紀要 第38号 (2003)
27 r無原罪の御苧りJ: r聖母マリアは，その懐胎の瞬間から全能の神の特別な恵と救主イエス ・キリス トの功ゆえに，
原罪のすべての汚れから自由であった」とする教義。 (Wキリス ト教大事典.1)
8 r聖母被昇天J:無原罪のゆえに，その死後肉体も魂 も共に昇天 したとされる信仰。1950年，ピウス12世からローマ
教会の教義として全世界に布告された。(同)
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